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本日の目標 

 区間推定 

 母集団比率（成功確率）についての区間推定 

 教科書では、二項母集団に関する推定（pp. 229-230）と表
現されている。 

 母分散についての区間推定 

 使用頻度は低い。 
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成功確率の推定(1) 

 ある（いかさまの？）サイコロを n = 100回振った
ところ、偶数の目が40回しか出なかった。このサ
イコロの出目が偶数である確率はどの程度か？ 

 ポイントの整理 

 成功確率（出目が偶数である確率） p の独立なベル
ヌーイ試行がn(100)回おこなわれる。 

 n(100)回の試行のうち偶数の目が出る回数 X は、成
功確率 p のベルヌーイ確率変数 Xi の和になる。 

 X = ∑i Xi 
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成功確率の推定(2) 

 標本からえられる（経験的な）成功比率： 

 

 

 

 つまり、標本からえられる成功比率は、一種の標本
平均である。 

 試行回数（サンプルサイズ n）が大きければ、中心極
限定理によって、  の標本分布は正規分布で近似で
きる。 
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成功確率の推定(3) 
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成功確率の推定(4) 
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成功確率の推定(5) 
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成功確率の推定(6) 
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母集団における比率の推定(1) 

 母集団における比率の推定 

 例： 
世論調査にもとづく有権者全体の政党支持率の推定 

 結論からいえば 

 標本を「（近似的に）独立なベルヌーイ試行の結果である」と
みなして、成功確率 p と同じように推定する。 

 母集団のサイズが極端に小さくない限り、上記の近似の悪
影響は小さい。 
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母集団における比率の推定(2) 

 有権者全体（母集団、M人）から無作為抽出で
n= 3000人を選び、政党Aの支持者数を調べた
ところ、1000人であった。有権者全体における政
党Aの支持率はどのくらいか。 

 記号・考え方 

 母集団に所属する有権者全員について、以下のよう
な変数 xi を定める。 
 xj = 1 （有権者 j が政党A支持者のとき） or =0 （otherwise） 

 標本に選ばれた有権者の x の値を確率変数 Xi と記
す。 
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母集団における比率の推定(3) 

母集団（有権者全体） 
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母集団における比率の推定(4) 

 Xi は（近似的に）成功確率 p の独立なベルヌー
イ確率変数とみなせる。 
 最初にくじ引きでM人からひとりを無作為に引き抜く。 

 X1は、確率 p で1、確率 1-p で0になる。 

 つぎに、残りの M-1 人から一人を無作為に引き抜く。 
 X2 は、確率 p’ で1、確率 1-p’ で0になる。p’ は、厳密に言え
ば、 p と若干異なる。 

 つぎに、残りの M-2 人から一人を無作為に引き抜く。 
 X3 は、確率 p’’ で1、確率 1-p’’ で0になる。p’’ は、厳密に言
えば、 p’’ と若干異なる。 

 M が非常に大きければ、p≒p’≒p’’≒… 
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母集団における比率の推定(5) 

 したがって、母集団における比率を「成功確率」と
みなして、成功確率に関する推定をそのまま適用
できる。 

 先の例題については、 

 信頼係数0.95の政党A支持率の信頼区間 
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おまけ：母分散の区間推定(1) 
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おまけ：母分散の区間推定(2) 
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問題練習 

 以下の問題を解け。 

 11.7 ii) p. 231 

 （ホーエル） 
1974年6月11日付けの Los Angels Times に載った
記事によれば、過去5年間にオレンジ郡において自動
車事故で死んだ2000人のドライバーのうち、40％は
酒気帯び運転であった。この5年間がオレンジ郡の自
動車事故の状況を代表していると考えて、自動車死
亡事故における酒気帯び運転の比率について、信頼
係数0.95の信頼区間を構成せよ。 


